
平成22年度決算　津別のまちの家計簿

まちの話題　奈良竜樹選手と石川瑞季さん　津別ゆかりの若手ホープが町長を表敬訪問

今月の表紙　　成人式　～33名が大人の仲間入りをしました～

温故知新

地域の防災に尽力

相生　石橋 光晴 さん

近藤名誉院長の瑞宝双光章受章を祝し　受章祝賀会が開催される



平
成
22
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
60
億
５
５
８

９
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
２
・
０
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金

事
業
及
び
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
等
の
事
業
完
了

に
伴
う
農
林
業
費
道
補
助
金
の
減
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大
き
な

財
源
に
な
っ
て
お
り
、
22
年
度
で
は
30
億
５
２
１

０
万
円
で
歳
入
全
体
の
50
・
４
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や
地
方
譲
与
税
等
の

交
付
金
、
交
付
金
減
に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た

め
に
措
置
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
町
債

を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
は
81
・
９
％
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
18
・
１
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付

し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町
税
の
総

額
は
５
億
５
２
０
０
万
円
で
一
人
当
た
り
９
万
６

６
７
３
円
の
納
付
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
般

会
計
の
決
算
で
は
、
基
金
か
ら
１
億
５
２
３
８
万

円
を
取
り
崩
し
、
歳
入
の
不
足
分
を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、
59
億
７
８
０
０
万
円

で
対
前
年
比
２
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｐ

３
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）

総
務
費
は
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

（
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
整
備
及
び
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
難
視
解
消
）
等
に
よ
り
４
億
８
３
９

０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
は
、
ま
ち
な
か
団
地
の
建
設
、
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
の
建
設
等
に
よ
り
１
億
９
４
１
６
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
事

業
及
び
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
等
の
事
業
完
了
等

に
伴
い
、
６
億
９
８
７
８
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、
町

が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償
還
額

で
す
。
歳
出
の
14
・
２
％
と
負
担
割
合
が
大
き
い

状
況
で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
た
め
、

毎
年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
対
前
年
比
が
大
き

い
項
目
の
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

歳 入（一般会計）

地方交付税
30億5,210万円
（50.4%）

その他 1億8,872万円
（3.1%）
地方譲与税、地方消費

税交付金、自動車取得

税交付金、地方特例交

付金など

依存財源
81.9%

自主財源
18.1%

町　債
5億2,187万円
（8.6%）

国・道支出金
11億9,482万円

（19.8%）

町税
5億5,200万円（9.1%）

繰入金
1億5,238万円（2.5%）

諸収入
5,628万円（0.9%）

分担金その他 2億6,220万円（4.3%）
分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄付金

総額　　60億5,589万円
町民一人あたりの町税の納付額　96,673円
（平成23年３月31日現在　人口5,710人）

繰越金
7,552万円（1.3%）

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

一
般
会
計
は
、
１
億
５
２
３
８
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
ま
し
た
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平成22年度決算

農林業費

5億513万円（8.4%）

総務費
17億5,697万円
（29.4%）

衛生費
6億 984万円
（10.2%）

歳 出（一般会計）
総額　　59億7,800万円
町民一人あたりの経費　1,046,935円
（平成23年３月31日現在　人口5,710人）

�

民生費
8億3,749万円
（14.0%）

教育費
4億9,627万円（8.3%）

土木費
5億7,871万円
（9.7%）

消防費
2億3,298万円（3.9%）

労働費 107万円（0.0%）

議会費
5,942万円
（1.0%）

商工費 5,287万円（0.9%）

特別会計決算額

企業会計決算額表２

表１

諸支出金 6万円（0.0%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健

康
保
険
事
業
・
老
人
保
健
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険
事
業
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
下
水
道
事
業
・

簡
易
水
道
事
業
の
７
事
業
会
計
と
企
業

会
計
で
あ
る
上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
・
２
参
照
）

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
不
足
分
を
補

う
た
め
、
上
水
道
事
業
を
除
く
７
事
業

会
計
に
、
４
億
７
４
２
２
万
円
が
繰
り

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。

特
別
・
企
業
会
計

�

�

�

�

�

■総務費
地域情報通信基盤整備事業や

東北地方太平洋沖地震関連経　

費などの増により対前年比

38.0％の増。

■公債費
一部事業の償還完了により対

前年比11.4％の減。

■民生費
子ども手当等扶助費などの増

により対前年比11.4％の増。

■衛生費
地域医療施設整備助成や下水

道事業特別会計繰出金などの

増により対前年比12.9％の増。

■教育費
各施設整備事業完了により対

前年比20.9％の減。

■土木費
特定公共賃貸住宅やまちなか

団地の建設などの増により対

前年比50.5％の増。

■農林業費
農業費は、強い農業づくり事

業などの完了により対前年比

75.3％の減。林業費は、林業

構造改善事業などの完了によ

り対前年比25.3％の減。

■消防費
事務組合負担費の減により対

前年比9.4％の減。

■商工費
太陽光発電システム導入支援

事業の増により対前年比

12.6％の増。

一般会計性質別内訳表３

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡

是正を目的に、国税の所得税、

法人税、消費税、酒税など、

それぞれ一定割合の額を国か

ら交付されるお金。

■国庫・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負

担金、委託金、補助金。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動
車税、特別土地保有税、たば
こ税、入湯税など。

■町債

町が事業を行うために借りた
お金のほか、地方交付税減に
よる財源不足を補うため措置
された臨時財政対策債が含ま
れる。

■繰入金

目的の事業を行うための財源
及び財源不足を補う目的で、
町の貯金である基金を取り崩
して一般会計に入れたお金。

公債費
8億4,719万円
（14.2%）

グラフ１グラフ２



ま
す
。

新
し
い
使
用
料
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
下
水
道
使
用
料
】

一
般
の
汚
水
に
つ
い
て
は
、

基
本
料
金
が
１
４
０
円
の
値
上

げ
で
、
１
８
０
０
円
と
な
り
ま

す
。
率
で
は
8.4
％
の
改
定
と
な

り
ま
す
。

超
過
料
金
に
つ
い
て
は
１
立

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
６
０
円

が
１
８
０
円
（
20
円
の
増
）
に

な
り
ま
す
。
率
で
は
12
・
５
％

の
改
定
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
基
本
料

金
の
改
定
率
よ
り
超
過
料
金
の

改
定
率
の
方
が
、
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
基
本
水

量
以
内
の
少
量
利
用
者
へ
配
慮

し
た
も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
（
達
美
、

活
汲
地
区
の
下
水
道
）
の
料
金

は
、
下
水
道
料
金
と
同
額
で
す
。

【
個
別
排
水
使
用
料
】

基
本
料
金
は
据
え
置
き
、
人

槽
別
料
金
を
引
き
上
げ
ま
す
。

金
額
は
、
合
併
浄
化
槽
ご
と
に
、

下
の
個
別
排
水
処
理
施
設
の
新

旧
料
金
の
比
較
の
使
用
料
比
較

の
欄
の
額
の
と
お
り
で
す
。
引

き
上
げ
率
は
、
合
併
浄
化
槽
の

大
き
さ
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

【
し
尿
処
理
手
数
料
】

10
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
０
０

円
か
ら
１
３
０
円
へ
、
30
％
引

き
上
げ
ま
す
。
し
尿
処
理
手
数

料
が
、
収
集
・
処
理
費
用
に
占

め
る
割
合
は
約
５
割
で
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
汚
水
を

処
理
す
る
た
め
の
費
用
は
、
使

用
料
で
賄
う
こ
と
が
大
原
則
で

す
。
汚
水
を
処
理
す
る
た
め
の

費
用
と
は
、
下
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
や
汚
水
管
の
維
持
管
理
費

用
で
あ
る
汚
水
処
理
費
と
、
資

本
費
と
い
わ
れ
る
施
設
の
建
設

工
事
な
ど
の
た
め
に
借
り
た
借

入
金
の
元
利
償
還
金
で
す
。
平

成
22
年
度
の
こ
れ
ら
の
費
用
は

約
２
億
８
２
５
６
万
円
で
、
本

来
な
ら
ば
こ
れ
全
部
を
使
用
料

で
賄
う
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
平
成
22
年
度
の
下

水
道
の
使
用
料
収
入
は
約
５
９

１
４
万
円
で
す
の
で
、
実
際
に

使
用
料
で
賄
お
う
と
し
た
場
合
、

今
の
何
倍
に
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
現
在
は
、

使
用
料
で
不
足
す
る
分
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
補

っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

税
金
で
す
か
ら
、
下
水
道
に
多

く
の
繰
入
金
を
投
入
す
る
こ
と

は
受
益
と
負
担
の
原
則
か
ら
外

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
一
つ
の
方

向
性
を
出
し
た
の
が
、
平
成
18

年
度
に
上
下
水
道
運
営
審
議
会

が
出
し
た
答
申
で
し
た
。
厳
し

い
財
政
事
情
の
中
、
自
主
・
自

立
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
の
提

言
を
踏
ま
え
て
審
議
さ
れ
た
結

果
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
頼
る
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
汚
水
処
理
費
を
使
用
料
で

賄
う
こ
と
を
原
則
と
し
な
が
ら

も
、
住
民
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
か
ら
、
汚
水
処
理
費
の
う

ち
の
維
持
管
理
経
費
を
使
用
料

で
賄
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
全
額
を
賄
う

と
い
う
目
標
の
達
成
を
10
年
後

と
し
、
５
年
ご
と
に
使
用
料
を

見
直
す
と
し
た
も
の
で
し
た
。

今
年
は
そ
の
５
年
後
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
料
金
の

改
定
に
つ
い
て
上
下
水
道
運
営

審
議
会
に
諮
問
を
行
い
、
議
会

の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
使
用

料
が
維
持
管
理
費
に
占
め
る
割

合
は
約
80
％
か
ら
88
％
に
な
り

下
水
道
は
皆
さ
ん
が
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
水
の
循
環
を
保
つ
こ
と
は
、
美
し
い
環

境
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
町
で
は
下
水
道
事
業
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
平
成

19
年
度
か
ら
計
画
的
に
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
下
水
道
使
用
料
で
汚
水
処
理
費

の
う
ち
の
維
持
管
理
費
を
賄
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
前
回
改
定
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
昨

年
、
上
下
水
道
運
営
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
12
月
定
例
町
議
会
で
使
用
料
金
を
改
定
す

る
条
例
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
基
本
料
金
は
平
成
24
年
４
月
分
か
ら
対
象
と
な
り
、

超
過
料
金
は
４
月
検
針
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
料
金
を
改
定
す
る
の
で
す
か
？

受
益
と
負
担
の
原
則
と
、
下
水
道
事
業
に
対
す
る
一
般
会

計
か
ら
の
補
て
ん
を
軽
減
し
ま
す
。

前
回
答
申
を
踏
襲
し

な
が
ら
使
用
料
等
を

検
討

下
水
道
の
基
本
料
金

は
１
４
０
円
（
8.4
％
）

の
引
上
げ

区　　分

公衆浴場の汚水

基　本　料　金

基本水量 料　　金 １K当たり

１０K� １，６６０円 １６０円

１Kにつき　４６円

改　　定　　前　　料　　金

一 般 の 汚 水

超過料金 基　本　料　金

基本水量 料　　金 １K当たり

１０K� １，８００円 １８０円

１Kにつき　５０円

改　　定　　後　　料　　金

超過料金

下水道使用料の改定による新旧料金の比較 平成24年４月１日から適用

区　分

５人槽

６人槽

７人槽

８人槽

１０人槽

１３人槽

１４人槽

１５人槽

１６人槽

１８人槽

２１人槽

基本料金

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

人槽別料金

４００

４８０

５６０

６４０

８００

１，０４０

１，１２０

１，２００

１，２８０

１，４４０

１，６８０

合計使用料

２，４００

２，４８０

２，５６０

２，６４０

２，８００

３，０４０

３，１２０

３，２００

３，２８０

３，４４０

３，６８０

基本料金

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

２，０００

人槽別料金

７００

８４０

９８０

１，１２０

１，４００

１，８２０

１，９６０

２，１００

２，２４０

２，５２０

２，９４０

合計使用料

２，７００

２，８４０

２，９８０

３，１２０

３，４００

３，８２０

３，９６０

４，１００

４，２４０

４，５２０

４，９４０

３００円増

３６０円増

４２０円増

４８０円増

６００円増

７８０円増

８４０円増

９００円増

９６０円増

１，０８０円増

１，２６０円増

使用料比較
改 定 前 料 金 （円） 改 定 後 料 金 （円）

個別排水処理施設（合併浄化槽）の使用料改定による新旧料金の比較 平成24年４月１日から適用

※３０人槽＝町営住宅本岐第２団地にお住まいの方は、使用者で按分することにより２,２００円（月額）となります。

し尿処理手数料の新旧比較

改 定 前 改 定 後

１０Rにつき１００円

平成24年４月１日
から適用

１０Rにつき１３０円

料金改定の問い合わせ先 （代表電話７６－２１５１）

○下水道使用料 役場上下水道担当（内線253・254番）

○し尿処理手数料　　役場生活環境担当（内線215番）

使用水量

１０K

１２K�

１４K�

１６K�

１８K�

２０K�

２５K�

改定後

1，800

2，160

2，520

2，880

3，240

3，600

4，500

改定前

1，660

1，980

2，300

2，620

2，940

3，260

4，060

使用水量別の料金比較 （円）

※　料金の計算方法

（12Kの場合）

基本料金　　超過水量　超過料金　下水道使用料

新　1，800円＋（2K ×　180円）＝2，160円

旧 1，660円＋（2K ×　160円）＝1，980円

下
水
道
使
用
料
・
し
尿
処
理
手
数
料
が

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
！



１
月
５
日
、
美
幌
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別
消

防
署
、
津
別
消
防
団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
の
検
閲
後
、
役
場
庁
舎
前
に
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
車
両
10
台
が
集
結
し
、
消
防

署
員
16
名
、
消
防
団
員
85
名
で
観
閲
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
民
会
館
で
45
年
勤
続
褒
賞
の
金
一

謙
藏
分
団
長
を
始
め
と
す
る
功
労
者
22
名
の
表
彰

と
佐
藤
多

一
町
長
、

糸
屋
消
防

長
の
年
頭

の
挨
拶
が

あ
り
、
消

防
署
員
・

消
防
団
員

は
火
災
な

ど
か
ら
町

民
を
守
る

誓
い
を
新

た
に
し
ま

し
た
。

１月５日、中央公民館を会場に第45回新春書初席書大

会が開催され、小・中学生61人が各学年ごとの課題に合

わせて筆を走らせました。

会場には、子どもの成長を楽しみに訪れる親御さんの

姿も目立ち、真剣な眼差しで取り組む子ども達へアドバ

イス等を送っていました。

また、今回書かれた作品には、金・銀・銅賞の他に、

審査員特別賞の枠が設けられ、１月22日の表彰式で表彰

状と記念品が贈呈されました。

新
春
の
想
い
を
筆
に
の
せ
て

第
45
回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

青
年
農
業
者
大
会
で
最
優
秀
賞

河
本
さ
ん
が
青
年
農
業
者
会
議
へ

１
月
６
日
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
奈
良
竜
樹

選
手
が
佐
藤
多
一
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

奈
良
選
手
は
津
別
町
在
住
の
篠
原
勲
さ
ん
の
お
孫

さ
ん
で
、
北
見
市
生
ま
れ
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
２

リ
ー
グ
終
盤
７
試
合
に
出
場
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ

の
今
季
Ｊ
１
昇
格
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
10
日
に
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
名
門
・
札
幌
山
の
手
高
校
で
活
躍
し
た
津
別

町
出
身
の
石
川
瑞
季
さ
ん
が
町
長
室
を
訪
れ
ま
し

た
。
石
川
さ
ん
は
、
同
校
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と

し
て
在
学
３
年
間
に
高
校
３
冠
を
含
む
５
度
の
全

国
大
会
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
の
激
励
に
、
奈
良
選
手
は
Ｊ
１
リ
ー

グ
で
の
活
躍
を
、
石
川
さ
ん
は
大
学
進
学
後
の
更

な
る
飛
躍
を
そ
れ
ぞ
れ
誓
い
ま
し
た
。

コンサドーレの奈良選手と山の手高校の石川さん

津別ゆかりの若手ホープが町長を表敬訪問

12
月
15
日
に
北
見
市
端
野
町
で
行
わ

れ
た
「
平
成
23
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
管
内
青
年
農
業
者
大
会
」
で
、

津
別
町
の
河
本
務
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
同
20
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
受

賞
の
喜
び
と
１
月
31
日
か
ら
札
幌
で
開

催
さ
れ
る
北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
へ

派
遣
決
定
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

今
回
、
河
本
さ
ん
が
受
賞
し
た
の
は

ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
最
優
秀
賞

で
、
札
幌
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
実
家
の
農

業
を
手
伝
い
始
め
た
頃
の
と
ま
ど
い

や
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
の
出
会
い

と
学
習
活
動
グ
ル
ー
プ
『
津
別
町
N
O

D
E
（
ノ
ー
ド
）』
の
結
成
、
農
家
と

し
て
生
き
て
行
く
決
意
な
ど
が
発
表
さ

れ
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

１
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
青
年
部

(

竹
原
宏
太
郎
部
長)

か
ら
津
別
町
教
育

委
員
会
に
学
校
給
食
用
の
カ
ボ
チ
ャ
70

o
が
寄
贈
さ
れ
、
阿
部
博
道
教
育
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
品
種
「
ロ
ロ
ン
南

瓜
」
は
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
町
内
の
畑
で
丹
精
こ
め
て
育
て

た
も
の
。
中
に
は
津
別
小
学
校
の
生
徒

が
植
え
た
カ
ボ
チ
ャ
も
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

「
こ
の
時
期
の
食
材
寄
贈
は
大
変
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
い
う
阿
部
教
育
長

の
お
礼
の
言
葉
に
、
竹
原
部
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
食
育
の
一
環
と
し
て
お
役
に

立
て
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
安
心
安
全
な
食
材
を

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
カ
ボ
チ
ャ
寄
贈

１
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
20
歳
を
祝
う
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
33
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
布
瀬
勝
明
教
育
委
員
長
、
佐
藤
多
一

町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
日
下
太
朗
道
議

会
議
員
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
を
代
表
し
て
中
島

杏
子
さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
読
。
上
原
悟
さ
ん
と

穴
吹
葉
月
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、
森

井
な
つ
み
さ
ん
が
佐
藤
町
長
よ
り
記
念
品
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
や
、

小
・
中
学
校

の
担
任
か
ら

の
お
祝
い
ビ

デ
オ
レ
タ
ー

披
露
な
ど
も

あ
り
、
参
加

者
は
友
達
と

の
再
会
を
喜

び
あ
い
な
が

ら
成
人
式
を

終

え

ま

し

た
。

33
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

20
歳
を
祝
う
成
人
式
が
開
か
れ
る

12
月
16
日
、
林
業
研
修
会
館
で
平

成
23
年
度
歳
末
特
別
警
戒
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
の
主
催
者
挨
拶
、

谷
口
廣
明
美
幌
警
察
署
長
の
来
賓
挨

拶
な
ど
に
続
い
て
、
美
幌
警
察
署
の

藤
田
大
樹
刑
事
生
活
安
全
課
長
に
よ

る
講
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
年
末
に

向
け
改
め
て
防
犯
意
識
の
徹
底
を
確

認
し
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒
期
間
の
初
日
に
当

た
る
こ
の
日
は
、
結
団
式
に
続
い
て

第
１
回
目
の
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
津
別
町
防
犯
協
会
の
役

員
や
各
自
治
会
の
警
防
部
長
ら
が
町

内
を
見
回
り
ま
し
た
。

安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

歳
末
特
別
警
戒
結
団
式

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
動

１
月
14
日
、
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
津
別
病
院
名
誉
院
長
・

近
藤
益
夫
さ
ん
の
受
章
祝
賀
会
が
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
事
績
に

よ
る
受
章
に
つ
い
て
、
近
藤
さ
ん
は
「
丸
玉
産
業

の
先
代
社
長
、
大
越
広
伸
さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
津
別
で

一
緒
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
が
、
私
に

と
っ
て
の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
の
支
え
も

あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と

挨
拶
。
２
５
０
名
あ
ま
り
の
出
席
者
で
盛
況
と
な

っ
た
会
場
で
は
余
興
な
ど
も
あ
り
、
賑
や
か
な
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

近
藤
名
誉
院
長
の
瑞
宝
双
光
章
受
章
を
祝
し

受
章
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

大学でもバスケを続けるという石川さん 奈良選手（中央）と篠原勲さん（右）



私
た
ち
は
普
段
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
を
使
う
こ
と
で
、
便
利
に
快

適
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

福
祉
用
具
も
生
活
を
豊
か
に
す
る
道

具
の
ひ
と
つ
で
す
。

体
の
状
態
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を

正
し
く
使
う
と
、
日
常
生
活
に
必
要

な
動
作
が
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
人

の
自
立
を
助
け
ま
す
。

で
き
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と
を
考
え
る

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
今
で
き
る

こ
と
、
福
祉
用
具
を
使
っ
て
し
た
い

こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
「
歩
く
こ
と
が
大
変
」

と
い
っ
て
も
、
車
い
す
が
必
要
な
の

か
、
歩
行
器
あ
る
い
は
杖つ
え

が
良
い
の

か
は
、
そ
の
人
の
体
の
状
態
や
生
活

ス
タ
イ
ル
、
介
護
す
る
方
の
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

必
ず
専
門
家
に
相
談
を

以
前
は
「
値
段
が
高
い
」、「
本
当
に

役
立
つ
の
？
」
と
二
の
足
を
踏
ん
で

い
た
福
祉
用
具
で
す
が
、
介
護
保
険

制
度
に
よ
っ
て
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

制
度
の
利
用
に
は
、
ま
ず
役
場
の

介
護
保
険
担
当
窓
口
で
、「
要
介
護
認

定
」
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

認
定
の
結
果
、「
要
支
援
」「
要
介
護
」

状
態
と
認
め
ら
れ
る
と
、
介
護
保
険

制
度
に
よ
る
福
祉
用
具
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
歩
行
器
や
車
い
す

等
を
安
価
で
レ
ン
タ
ル
で
き
た
り
、

制
度
に
適
用
す
る
福
祉
用
具
を
指
定

の
販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
、
購
入

金
額
の
９
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
購
入
し
た
後
で
体
に
合
わ

ず
使
い
に
く
か
っ
た
り
、
制
度
の
適

用
に
な
ら
な
い
用
具
を
購
入
し
て
払

い
戻
し
を
受
け
ら
れ
な
い
等
の
ト
ラ

ブ
ル
も
同
時
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
必
ず
福
祉
用
具
の
専
門
家
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
そ
の
方
を
担
当
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
役
場
内
の
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

津
別
消
防
団
の
相
生
分
団
員
及
び

副
分
団
長
と
し
て
、
平
成
14
年
ま
で

21
年
間
に
わ
た
り
地
域
の
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
石
橋
光
晴
さ
ん
。

「
相
生
に
は
木
材
会
社
が
多
か
っ

た
か
ら
、
一
度
火
事
が
起
き
た
ら
大

変
で
す
。
年
に
数
回
の
出
動
で
し
た

が
、
消
防
団
員
は
日
頃
か
ら
の
準
備

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
団
員

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

三
石
町(

現
・
新
ひ
だ
か
町)

で
生

ま
れ
た
石
橋
さ
ん
が
、
ご
両
親
の
仕

事
の
関
係
で
津
別
町
に
移
り
住
ん
だ

の
は
９
歳
の
こ
ろ
。
本
岐
小
学
校
、

本
岐
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
20
歳

の
と
き
に
相
生
の
営
林
署
に
就
職
し

ま
し
た
。

営
林
署
で
は
主
に
伐
木
な
ど
を
担

当
し
た
そ
う
で
「
特
に
雪
が
積
も
っ

て
足
元
が
悪
く
な
る
冬
期
は
危
険
な

作
業
で
す
が
、
幸
い
大
き
な
ケ
ガ
も

な
く
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
仕
事
盛

り
の
42
歳
。
危
険
を
伴
う
活
動
で
定

期
的
な
訓
練
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、

毎
年
夏
に
は
放
水
作
業
な
ど
の
消
防

演
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

60
歳
で
営
林
署
を
定
年
退
職
し
、

63
歳
の
と
き
に
消
防
団
を
退
い
た
石

橋
さ
ん
。
新
聞
販
売
店
経
営
を
経
て
、

今
は
奥
さ
ん
と
二
人
で
穏
や
か
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
家
庭
菜
園
で

色
々
な
野
菜
作
り
に
励
ん
で
お
り
、

家
で
食
べ
る
分
の
野
菜
は
ほ
と
ん
ど

買
う
必
要
が
な
い
ほ
ど
だ
と
か
。

趣
味
の
釣
り
は
腰
の
具
合
が
あ
ま

り
良
く
な
い
た
め
ご
無
沙
汰
で
、
最

近
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で
カ
ラ

オ
ケ
を
歌
っ
た
り
、
旅
行
に
出
か
け

る
の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、
札
幌

と
北
見
で
暮
ら
す
４
人
の
お
孫
さ
ん

た
ち
の
元
気
な
顔
を
見
る
こ
と
。「
今

年
の
正
月
は
親
の
仕
事
の
都
合
で
、

孫
た
ち
が
津
別
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
し
た
」
と
、
に
こ
や
か

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

いしばし　みつはる　さん／昭和13年７月、三石町生まれ／73歳／相生在
住

さ
ん

地
域
の
防
災
に
尽
力

石
橋
　
光
晴

【406】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　津別町地域包括支援センター（役場内） † 76－2158

冷
静
な
判
断
を
モ
ッ
ト
ー
に

高
屋
敷
　
愛
智

さ
ん

たかやしき　よしとも　さん／平成元年２月生ま

れ／津別消防署に勤務／大通在住

福
祉
用
具
で
便
利
に
快
適
に

平
成
23
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付

は
２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
で
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に

つ
い
て
は
、
２
月
16
日
前
で
も
税
務
担
当
で

申
告
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
２
月
16
日
以
降

の
申
告
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
r
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
12
時
ま
で

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合

で
来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、
夜
間
の
受
付
も
対
応
い
た

し
ま
す
（
期
間
は
申
告
期
間
中
で
、
午
後
８

時
ま
で
と
し
ま
す
）。

申
告
に
必
要
な
も
の

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収

票
（
給
与
、
公
的
年
金
　
※
源
泉
徴
収
票
は

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
）、
印
鑑
、
国
民
年
金

控
除
証
明
書
、
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
旧

長
期
損
害
保
険
控
除
証
明
書
。
医
療
費
控
除

を
さ
れ
る
方
は
領
収
書
を
個
人
ご
と
に
分
け
、

病
院
等
ご
と
の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
税
の
還
付
金
が
出
る

方
は
、
申
告
者
名
義
の
銀
行
口
座
を
控
え
て

き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
申
告
書
の
作
成

が
で
き
ま
す
。 所

得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

今
回
、
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
昨
年

の
４
月
よ
り
津
別
消
防
署
に
勤
務
し
て

い
る
高
屋
敷
さ
ん
。
出
身
は
北
見
市
で
、

北
見
市
立
小
泉
小
学
校
・
中
学
校
を
卒

業
後
、
北
見
柏
陽
高
校
へ
進
学
。
そ
の

後
、
恵
庭
市
の
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
専
門
学
校
で
救
急
救
命
士
学
科
を

専
攻
し
ま
し
た
。「
高
校
時
代
の
夢
は

歌
手
に
な
る
こ
と
で
し
た
が
、
今
は
人

の
命
を
預
か
る
仕
事
に
責
任
と
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ

高
屋
敷
さ
ん
は
、「
冷
静
な
判
断
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
救
急
の
現
場
に
出
動
し
た

際
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
救
命
行
為

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
伺
う
と

「
職
員
が
少
な
い
分
、
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
大
き
い
の
で
、
早
く
仕
事
を
覚

え
て
自
信
を
持
っ
て
作
業
を
こ
な
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

休
日
な
ど
時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
き

は
、
北
見
市
の
ノ
ー
ザ
ン
ア
ー
ク
で
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う

で
、
今
後
は
「
職
場
に
釣
り
好
き
の
方

が
い
る
の
で
、
一
緒
に
行
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
が
印

象
的
な
高
屋
敷
さ
ん
で
し
た
。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp



昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、

放
射
性
物
質
に
対
す
る
不
安
な
ど

道
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
北
海
道
は
道
民
の

「
安
心
」
の
確
保
と
観
光
や
道
産
品

に
対
す
る
風
評
被
害
の
防
止
を
目

的
に
「
北
海
道
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
総
合
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

北
海
道
が
実
施
し
て
い

る
大
気
、
海
水
、
農
地
土

壌
、
水
道
水
、
水
産
物
の

放
射
性
物
質
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
、
地
図
上
表
記

や
過
去
の
測
定
結
果
の
表

示
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
発
信
し
て
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
サ
イ
ト
は

北
海
道
経
済
部
緊
急
産
業
対
策
室

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
児
童
扶

養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人【特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
児
童
扶
養
手
当
等
の
手
続
き
な

ど
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
９
９
）

法
務
局
で
は
、
登
記
・
供
託
・

戸
籍
・
人
権
擁
護
事
務
な
ど
の
業

務
に
関
す
る
相
談
と
し
て
、
遺
言
、

相
続
、
登
記
手
続
、
い
じ
め
や
児

童
虐
待
、
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

者
の
虐
待
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

と
い
っ
た
人
権
に
関
す
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
す
る
「
全
国
一
斉
！
　
法
務

局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時

２
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
時
間
は
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
、
予
約
不
要
）

場
所

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
　

局
（
北
見
市
高
砂
町
14-

14
）

担
当
者

公
証
人
・
司
法
書
士
・
　

土
地
家
屋
調
査
士
・
人
権
擁
護
　

委
員
・
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課

†
０
１
５
４-

31-

５
０
０
０

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
第

16
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
当
場
で
育
成
し

た
『
は
る
き
ら
り
』
で
焼
い
た
パ

ン
の
試
食
も
行
う
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

小
清
水
町
多
目
的
研
修

会
施
設
・
愛
ホ
ー
ル
「
多
目
的
　

ホ
ー
ル
」（
小
清
水
町
７
区
川
東
）

†
０
１
５
２-

62-

３
３
６
３

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
１
４
６

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
く
道
税
で
す
。

自
動
車
を
廃
車
ま
た
は
売
買
・
譲

渡
に
よ
り
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
運
輸
支
局
で
抹
消
ま
た

は
移
転
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
に
抹
消
ま
た
は
移

転
の
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

平
成
24
年
度
も
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見

道
税
事
務
所
課
税
課
自
動
車
係

†
０
１
５
７-

25-

８
６
８
３

12
月
20
日
（
火
）
実
施
分
の
３

歳
児
健
診
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

庄
司
　
楓
か
え
で

ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

斉
藤
　
叶
夢
か
な
た

く
ん
（
達
美
）

丸
尾
　
実
冬
み
ふ
ゆ

ち
ゃ
ん
（
達
美
）

乙
武
　
将
徳

ま
さ
の
り

く
ん
（
高
台
）

村
田
　
遥
は
る
か

ち
ゃ
ん
（
共
和
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
）

知
っ
て
お
き
た
い

雪
道
の
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

住民生活

グループ
†７６－２１５１

◎灯油盗難など冬型犯罪にご注意ください

灯油盗難等、冬型犯罪が増加する恐れがあります。

屋外に灯油のホームタンクを設置している方、道

路から見える場所にポリタンクを保管している方

は、ホームタンクの蓋をカギ付きのものに換えたり、

ポリタンクの取っ手にチェーンを掛けたりと、盗難

防止対策をお願いします。

また、冬の季節に意外に増加するのが空き巣等の

侵入犯罪です。

路肩の雪が高くなり、建物の玄関や窓などの見通

しが悪くなるため、泥棒にとっては好都合です。外

出の際には、玄関や窓の戸締りを確認し、空き巣防

止製品の活用などについてもご検討ください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

道
路
が
雪
に
覆
わ
れ
る
こ
の
季

節
は
、
雪
の
量
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
、
路
面
が
刻
々
と
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
自
動
車
を
よ
り
安
全
に

運
転
す
る
た
め
に
、
滑
り
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
を
事
前
に
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

凍
結
し
や
す
い
橋
・
ト
ン
ネ
ル

橋
の
上
や
陸
橋
、
ト
ン
ネ
ル
の

出
入
り
口
付
近
は
、
風
通
し
が
よ

く
、
路
面
が
凍
結
し
や
す
い
場
所

で
す
。
手
前
で
十
分
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
、
慎
重
に
走
行
し
ま
し
ょ

う
。

交
差
点
が
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に

多
く
の
自
動
車
が
停
止
と
発
進

を
繰
り
返
す
交
差
点
は
、
圧
雪
路

面
が
磨
か
れ
、
雪
道
以
上
に
滑
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
境
界
が
見
え
な
い
と
き
は

雪
が
積
も
っ
た
路
面
は
、
ど
こ

ま
で
が
道
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
の
境
界
に

立
て
て
あ
る
矢
印
や
ポ
ー
ル
に
従

っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ† 76－2151

FAX    76－2976

第
16
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

北
海
道
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
総
合
サ
イ
ト
開
設

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
収
入
保
証
制
度
が
あ
る
」「
す
ぐ

に
元
を
取
れ
る
」
と
言
っ
て
高
額

な
登
録
料
・
サ
イ
ト
作
成
料
を
払

わ
せ
る
の
が
目
的
の
よ
う
で
す
。

「
払
え
な
い
」
と
伝
え
る
と
態
度

を
変
え
、
先
に
得
た
個
人
情
報
で

「
何
で
も
出
来
る
」
と
脅
す
口
調

で
支
払
い
を
要
求
す
る
こ
と
も
。

こ
の
様
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
契
約
書
を
確
か
め
て

十
分
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

特
に
、
今
回
の
よ
う
に
契
約
時

に
高
額
費
用
を
要
求
さ
れ
る
場
合

は
、
安
易
に
契
約
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光担当
†76－2151
（内線315）

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
に
注
意

雑
誌
に
「
在
宅
で
高
収
入
、
未

経
験
者
・
主
婦
多
数
活
躍
中
」
と

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
子
育

て
中
の
私
で
も
可
能
性
が

あ
る
よ
う
な
の
で
応
募
し

た
。
身
分
証
明
用
に
免
許

証
コ
ピ
ー
の
提
出
と
、
仕

事
の
た
め
の
携
帯
電
話
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

モ
バ
イ
ル

サ
イ
ト)

を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
登
録
料
30

万
円
を
前
払
い
す
る
こ
と

が
条
件
と
言
わ
れ
た
。
大

金
な
の
で
悩
ん
で
い
る
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
で
は
、

収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
ト
ラ

A

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

北海道放射線モニタリング総合サイト

http://monitoring-hokkaido.info/

≪火山災害の紹介q≫

津別町に火山(活火山)はありません

が、雌阿寒岳や雄阿寒岳が近接してい

ます。津別町内に噴石が飛んできたり、

火砕流や火山泥流が到達するような想

定はありませんが、過去の雌阿寒岳や

十勝岳の噴火では町内に火山灰が降っ

たこともあります。

火山灰は風に流されるため、広い範

囲に降り積もったり、降灰の時には昼

間でも暗くなることがあります。車の

運転や通行に注意し、外出の時はゴー

グルやマスクを着用して、目に入った

り吸い込んだりしないようにしましょ

う。

また、火山から離れた場所でも、噴

火(爆発)によって発生する空気の振動

(空振)により、窓ガラスが割れること

があります。

＜気象庁火山関連ホームページ＞
http://www.jma.go.jp/jma/menu/
volcanomenu.html

問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

火 山 防 災 メ モ
～網走地方気象台より～

広報つべつ１月号に掲載しました「経済センサス－

活動調査」の問い合わせ先に誤りがありましたので、

下記のとおり訂正します。関係者の皆様にはご迷惑を

お掛けしたことをお詫び申し上げます。

＜問い合わせ先＞

経済センサス－活動調査コールセンター

正：†0120－44－1034

広報つべつ１月号の訂正とお詫び



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－ 2151 内線222

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

前納でおトクな割引を

■募集する作文・標語の内容

・交通事故防止に関すること

・交通事故の体験に関すること

・その他交通安全に関すること

■作品応募対象者

・児童・生徒の部

（小学校５・６年生及び中学生）

■作品の提出期限及び提出先

期　限：２月27日（月）

提出先：役場　住民生活課住民生活グループ

※児童・生徒の部については、学校を通じて集約しております。

■表彰区分

最優秀賞　　小中学生　　各１点

優 秀 賞 小中学生　　各２点

努 力 賞　　小中学生　　各２点

■表　　彰

４月に開催予定の「津別町交通安全推進町民大会」の席上で行い　

ます。

■問い合わせ先 役場　住民生活グループ　

†76－2151（内線216）

町では交通事故を少しでも減少させることを目的に、下記要領に

より『第20回交通安全に関する作文・標語コンクール』を実施いた

します。

問い合わせ・更新手続き先

役場　戸籍・年金担当　†76－2151（内線222）

国税の電子申告をされる方の住民基本台

帳カードには「電子証明書」が記録されて

いて、この電子証明書の有効期間は、発行

の日から３年間となっています。

役場で「電子証明書」を記録した住民基

本台帳カードをお渡ししたときの「電子証

明書の写し」に有効期間満了日が記載され

ています。「電子証明書」の有効期間が過ぎ

た住民基本台帳カードでは、電子申告はで

きません。引き続き、電子申告を行うため

には「電子証明書」の更新手続きが必要で

す（更新手数料は500円です）。

なお、住民基本台帳カードに記載されて

いる有効期間は、カード自体の有効期間に

なります。

６カ月分で730円６カ月分前納

１年分で3,200円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

６カ月分で1,020円６カ月分前納

１年分で3,780円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

◎納付書又はクレジットカードで前納

された場合

◎口座振替で前納された場合

※割引額は、平成23年度の額です。平成　

24年度の割引額はまだ未定です。

※また､6カ月分前納は上期（4～9月分）、

下期（10～翌年3月分）となります。

国民年金保険料の前納には、事前の

申し込みが必要です。なお「１年分前

納」と「上期６カ月分前納（４～９月

分）」の申し込み期日は２月末です！

～前納の申し込み・問い合わせ先～

北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

日　時 ２月15日（水）９時30分～12時00分

場　所 町民民館　１階 和室・調理室

持ち物 エプロン、三角巾、手ふき、タオル

離乳食ガイドブック

参加費 無料です

申込締切 ２月10日（金）

まで

その他 当日は託児があ

ります

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食

（初期、中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方な

ど）、調理実習（初期、中期）、試食などを予定し

ています。気軽にご参加下さい。

申し込み・問い合わせ先

役場 保健福祉課健康医療グループ・栄養士

†76－2151（内線332）

美幌町における平成24年度の調停等手続説明会
（昨年度までの「相談会」から名称が変わりまし
た）の日程をお知らせします。

場所 美幌町字東３条北２丁目１番地

美幌町保健福祉総合センターしゃきっとプラザ

†0152－73－1111（内線346）

時間　電話予約により指定された午後１時から３時ま　

での時間

予約・問い合わせ先

北見簡易裁判所　†0157－24－8431（内線211）

※実施予定日の１週間前までに電話予約が必要です

問い合わせ先

北方圏国際シンポジウム実行委員会事務局

†0158－26－2810

http://www.o-tower.co.jp/okhsympo/

北方圏の産業、経済の発展および生活、

文化の創造を目的とし、国内外から多数の

学術研究者が参加し、氷海に関わる研究発

表や情報交換を行います。

また、初めての試みとしてオホーツク圏

の高校生の進路選択に役立てられるよう、

シンポジウムに参加する大学の教官や学生

の方々には、研究発表のみならず大学案内、

研究室の紹介をしていただきます。

日　程 ２月19日～24日

場　所 紋別市民会館、紋別市文化会館

主　催 オホーツク海・氷海研究グループ

紋別市

第27回北方圏国際シンポジウム
「オホーツク海と流氷」

開催のご案内

○車道や歩道へ雪を出さないでください
車道や歩道への雪出しが見受けられます。車や歩行者の安全のために除雪作業　

を行っていますので、除雪車両の通行前後にかかわらず、雪を出さないようにお

願いします。

○雪捨ては指定の場所にお願いします　
家の近くの道路脇、排水路などへの雪捨てが見受けられます。車道を狭くす　

るなど通行障害の原因となりますので必ず指定場所(右図)へ捨ててください。

○お問い合わせについて
除雪作業についてのお問合せの際、現場等確認の都合上、ご住所とお名前など

をお知らせくださいますようお願いいたします。

問い合わせ先　役場建設課　道路・車両グループ †76－2151(内線248・249)
除雪センター †76－2739

�

�

今年は例年に比べ積雪量が多くなっています。冬道の確保と快適な冬の暮らしを目指して除雪対

策に取り組んでおりますので、町民のみなさんのご協力をお願いいたします。


